
[3]次の[1亙ヨ~[1^にあてはまる最も適当な答をそれぞれの解答群からーつずっ選び,
その番号を解答記入欄にマークしなさい。

気体A と気体 B から気体C が生成する反応がある。温度一定で, A のモル濃度[A]

と B のモル濃度山]を変化させた実験1~Ⅲを行った。それぞれ C の生成速度υを求め

たところ,下表のような結果が得られた。さらに,温度を変化させて実験を行った結果,温

度を 10K上げるごとにυは3倍になった。

化学基礎,化学

表

実験 [A]〔m01/L〕

また,下図はこの反応の進行に沿ったエネルギー変化を示したものである。
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反応物

(1)反応速度定数をえとして,υを反応速度式で表すと[1^となる。

[11^の解答群
h[瑚①υ=え[A] υ υ

④υ= h[A][B]' え[A]'[B]υ υ
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口
〕
次
の
問
い
(
問
一
 
S
問
五
)
に
答
え
な
さ
い
。

問
一
次
の
(
1
)
・
(
2
)
の
需
や
故
事
成
語
の
説
明
と
し
て
も
っ
と
も
適
切
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
S

④
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
解
答
記
入
欄
田
・
目
に
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

現
代
の
国
語
,
一
磊
文
化

(
1
)
逐
電

①
こ
ま
め
に
連
絡
を
す
る
こ
と

②
休
養
し
て
活
力
を
回
復
さ
せ
る
こ
と

③
行
方
を
く
ら
ま
し
て
逃
げ
る
こ
と

④
空
い
た
と
こ
ろ
を
詰
め
て
ふ
さ
ぐ
こ
と

(
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屋
上
屋
を
架
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①
無
駄
な
こ
と
を
す
る
た
と
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気
の
利
い
た
こ
と
を
す
る
た
と
え

③
浪
費
を
す
る
こ
と
の
た
と
え

④
用
心
を
重
ね
る
こ
と
の
た
と
え
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熟
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①
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④
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問
三
次
の
(
1
)
・
(
2
)
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
S
④
の
中
か
ら
一
つ
ず
っ
選
び
、

解
答
記
入
欄
^
・
^
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ー
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な
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(
1
)
心
か
ら
の
深
い
交
際
の
こ
と

①
類
は
友
を
呼
ぶ

②
血
は
水
よ
り
も
濃
い

③
竹
馬
の
友

ふ
ん
け
い

④
刎
頸
の
交
わ
り
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(
2
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見
か
け
は
異
な
っ
て
い
る
が
中
身
は
同
じ
で
あ
る
こ
と

①
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④
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①
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④
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な
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ao)セ
ッ
ケ
ン
と
合
成
洗
剤
に
関
す
る
記
述
と
し
て
正
し
い
も
の
は
[1^で
あ
る
。

[1^の
解
答
群

①
セ
ッ
ケ
ン
は
油
脂
か
ら
つ
く
ら
れ
,
水
溶
液
は
酸
性
を
示
す
。

②
セ
ッ
ケ
ン
は
泡
立
ち
が
よ
く
,硬
水
中
で
も
洗
浄
力
は
低
下
し
な
い
。

③
セ
ッ
ケ
ン
と
合
成
洗
剤
は
と
も
に
界
面
活
性
作
用
を
も
ち
,水
中
で
ミ
セ
ル
を
形
成
す
る
。

④
合
成
洗
剤
は
石
油
か
ら
つ
く
ら
れ
,カ
ル
シ
ウ
ム
イ
オ
ン
な
ど
に
よ
り
沈
殿
し
ゃ
す
い
。

⑤
セ
ッ
ケ
ン
は
親
水
基
と
疎
水
基
を
も
つ
が
,合
成
洗
剤
は
親
水
基
し
か
も
た
な
い
。

化
学
基
礎
,
化
学

a
l
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2
・
プ
ロ
パ
ノ
ー
ル
を
十
分
に
酸
化
し
て
生
じ
る
物
質
に
つ
い
て
の
記
述
と
し
て
正
し
い
も
の
は

[1^で
あ
る
。

[1^の
解
答
群

①
分
子
量
が
6
0
で
あ
る
。

②
酸
性
の
物
質
で
あ
る
。

③
水
に
は
溶
け
に
く
く
,
有
機
溶
媒
に
溶
け
や
す
い
。

④
カ
ル
ボ
キ
シ
基
を
も
つ
。

⑤
ヨ
ー
ド
ホ
ル
ム
反
応
を
示
す
。

-
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(12)ア
ミ
ノ
酸
に
関
す
る
記
述
と
し
て
間
違
っ
て
い
る
も
の
は
[11j^で
あ
る
。

[1^の
解
答
群

①
ア
ミ
ノ
酸
を
水
に
溶
か
し
た
際
に
生
じ
る
正
・
負
の
両
電
荷
を
も
つ
イ
オ
ン
を
双
性
イ
オ
ン
と

呼
ぶ
。

②
ア
ラ
ニ
ン
は
光
学
異
性
体
を
も
つ
。

③
 
1
つ
の
ア
ミ
ノ
酸
の
カ
ル
ボ
キ
シ
基
と
,
も
う
 
1
つ
の
ア
ミ
ノ
酸
の
ア
ミ
ノ
基
が
脱
水
縮
合
し

た
と
き
に
生
じ
る
結
合
を
,ペ
プ
チ
ド
結
合
と
い
う
。

④
等
電
点
は
す
べ
て
の
ア
ミ
ノ
酸
で
同
じ
値
で
あ
る
。

⑤
α
・
ア
ミ
ノ
酸
に
ニ
ン
ヒ
ド
リ
ン
試
薬
を
加
え
て
加
熱
す
る
と
,呈
色
す
る
。
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(8) 0.50movLの
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
水
溶
液
10omL を
よ
り
正
確
に
調
製
す
る
方
法
と
し
て
適
当
な

も
の
は
[11亘
1ヨ
で
あ
る
。

[1^の
解
答
群

①
天
秤
を
用
い
て
0.50gの
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
ビ
ー
カ
ー
に
は
か
り
と
り
,純
水
を

99.5 g加
え
る
。

②
天
秤
を
用
い
て
20gの
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
ビ
ー
カ
ー
に
は
か
り
と
り
,70mL程
度
の

純
水
を
用
い
て
溶
解
す
る
。
そ
の
後
,ビ
ー
カ
ー
内
の
水
溶
液
を
す
べ
て
10omLの
メ
ス
フ
ラ

ス
コ
に
入
れ
標
線
ま
で
純
水
を
加
え
る
。

③
天
秤
を
用
い
て
2.ogの
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
ビ
ー
カ
ー
に
は
か
り
と
り
,純
水
を

1
0
o
m
L
加
え
て
溶
解
す
る
。

④
天
秤
を
用
い
て
0.50mLの

水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
ビ
ー
カ
ー
に
は
か
り
と
り
,10omLの

目
盛
り
ま
で
純
水
を
加
え
る
。

⑤
天
秤
を
用
い
て
2.ogの
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
ビ
ー
カ
ー
に
は
か
り
と
り
,70mL程
度
の

純
水
を
用
い
て
溶
解
す
る
。
そ
の
後
,ビ
ー
カ
ー
内
の
水
溶
液
を
す
べ
て
10omLの
メ
ス
フ
ラ

ス
コ
に
入
れ
標
線
ま
で
純
水
を
加
え
る
。
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体
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と
反
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な
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も
の
は
区
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0の
分
子
式
を
も
つ
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物
の
う
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つ
あ
る
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次
の
問
題
文
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
(
1
)
S
(
3
)
に
答
え
な
さ
い
。

現
在
、
世
界
で
運
用
中
の
人
工
衛
星
は
約
9
千
基
。
内
閣
府
に
ょ
る
と
、
訟
年
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
衛
星
な
ど

は
世
界
で
2
3
6
8
機
で
、
 
W
年
で
約
H
倍
に
増
加
し
て
い
る
。

増
加
の
中
心
を
占
め
る
の
が
、
基
地
局
と
な
る
多
数
の
衛
星
を
打
ち
上
げ
て
、
連
携
さ
せ
て
高
速
で
大
容
量
の

け
人
い
人

通
信
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
「
衛
星
コ
ン
ス
テ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
だ
。
牽
引
す
る
の
が
ア
メ
リ
カ
の
人
工
衛
星
シ
ス

テ
ム
の
「
ス
タ
ー
リ
ン
ク
」
で
6
千
機
以
上
が
打
ち
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
今
後
4
万
2
千
基
の
巨
大
な
通
信
網
の

構
築
を
め
ざ
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
調
査
に
ょ
る
と
、
ス
タ
ー
リ
ン
ク
衛
星
の
明
る
さ
は
2
S
7
等
級
。
肉
眼
で
見
え
る
ほ
ど
明
る
い

も
の
も
あ
る
。

ス
タ
ー
リ
ン
ク
は
災
害
時
に
は
大
き
な
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
。
今
年
1
月
の
能
登
半
島
地
震
で
は
、
通
信
基

地
局
が
被
害
を
受
け
、
被
災
地
の
通
信
は
寸
断
さ
れ
た
が
、
避
難
所
な
ど
に
ア
ン
テ
ナ
が
提
供
さ
れ
、
通
祭
可

能
に
。
災
害
医
療
派
遣
チ
ー
ム
「
D
M
A
T
」
謬
療
デ
ー
タ
の
伝
送
や
ウ
エ
ブ
会
議
に
使
用
す
る
な
ど
、
被
災

地
で
の
医
療
活
動
を
支
え
た
。

地
球
上
ど
こ
で
も
通
信
を
可
能
に
し
よ
う
と
、
ス
タ
ー
リ
ン
ク
を
運
営
す
る
企
業
は
高
度
約
5
5
0
キ
ロ
と

つ
た
地
球
低
軌
道
に
多
く
の
衛
星
を
網
の
目
状
に
張
り
巡
ら
せ
る
。
欧
米
や
中
国
、
日
本
企
業
も
、
低
軌
道
へ

いの
衛
星
群
の
打
ち
上
げ
や
検
討
を
進
め
る
。

だ
が
、
低
軌
道
の
衛
星
が
さ
ら
に
増
え
れ
ば
、
天
文
学
へ
の
光
害
の
影
響
は
大
き
く
な
る
。
国
際
天
文
学
連
合

(
1
A
U
)
は
衛
星
の
明
る
さ
を
制
限
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

ワ
イ
の
す
ぱ
る
望
遠
鏡
の
広
視
野
望
遠
鏡
で
は
、
観
測
画
像
の
約
W
枚
に
1
枚
の
割
合
で
人
工
衛
星
が
映
り

ハ

こ
ん
で
い
る
と
い
う
。
光
跡
が
観
測
対
象
の
天
体
と
重
な
っ
て
し
ま
え
ば
、
観
測
デ
ー
タ
と
し
て
使
え
な
く
な

る
。
器
年
3
月
に
発
表
さ
れ
た
論
文
に
ょ
る
と
、
チ
リ
で
建
設
中
の
べ
ラ
・
ル
ー
ビ
ン
天
文
台
で
は
、
今
後
W
年

間
で
観
測
で
き
る
星
の
数
が
7
 
・
 
5
%
減
少
す
る
と
見
込
ま
れ
る
。
観
測
に
か
か
る
費
用
が
ふ
く
ら
み
、
年
間
損

失
額
は
約
2
1
8
0
万
ド
ル
に
な
る
と
試
算
す
る
。

現
代
の
国
語
,
一
磊
文
化

(
ど
兇
洲
、
洗
洲
、
鵬
刈
、
ミ
洲
、
一
)
>
S
J
ぷ
、
小
S
墨
罫
S
鼻
化
》
§
蒜
節
・
詠
醐
d
塑
咲
d

畿
ず
S
弄
^
0
畿
0

目
S
演
嘆
鞍

@
一

兪
怯
膳
纛
、
戻
惑

(
包
辞
淫
肝
交
n
<
ミ
斗
Y
S
烹
畔
弄
^
d
議
0

e
S
演
眺
熱

@
ン
⑩
、
、
叉
け
 
Z
0
气
、
δ
「

@
司
ゆ
W
+
、
 
N
=
M
十
、
 
0
=
ー
、
δ
-
ー

@
 
9
N
+
、
 
Z
N
+
、
 
Z
O
W
,
、
 
C
=
,

二
0
二
四
年
四
月
二
六
日
『
朝
日
新
聞
デ
ジ
タ
ル
』
よ
り

※
問
題
作
成
の
都
合
上
、
文
章
の
一
部
を
改
変
し
た

⑲

N

盆
)
塗
弄
勢
塗
輿
さ
蒸
塗
輿
呼
化
S
鄭
輿
器
U
1
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一
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X
S
目
t
同
g
バ
磊
雛
忘
氏
躍
障
辻
小
ゞ
S
演
眺
ぎ
炉
1
0
才
管
、

小
S
鎌
如
働
演
眺
剖
>
姦
π
4
1
、
d
卦
吠
f
o

武
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膳
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、
 
R
惑

河
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卸
議
則
必
化
嚇
弄
、

心
一
一
N

国
一
一
.
0
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一
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紗
小
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書
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d
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ふ
0
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叶
ぐ
ふ
0
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N
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d
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仁
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d
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目
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X
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S
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S
弄
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J
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§
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兪
の
醤

(
1
)
問
題
文
に
お
い
て
主
旨
を
展
開
す
る
前
提
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
次
の
①
S
④
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、

解
答
記
入
欄
^
に
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

⑲
ご

現
代
の
国
語
,
一
磊
文
化

@
 
J
)

①
人
工
衛
星
の
数
は
、
衛
星
コ
ン
ス
テ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
器
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
ょ
っ
て
急
増
し
た
。

②
 
6
千
機
以
上
が
打
ち
上
げ
ら
れ
て
い
る
ス
タ
ー
リ
ン
ク
は
、
巨
大
な
器
網
の
要
と
な
っ
て
い
る
。

③
人
工
衛
星
の
増
加
に
伴
っ
て
通
信
網
が
拡
大
し
、
ス
ム
ー
ズ
な
情
報
共
有
が
可
能
に
な
っ
た
。

④
現
在
、
世
界
で
運
用
中
の
人
工
衛
星
は
約
9
千
基
で
、
過
去
W
年
で
約
Ⅱ
倍
に
増
加
し
て
い
る
。

⑧
 
H
)

(
2
)
問
題
文
の
縞
を
導
く
根
拠
と
し
て
正
し
い
も
の
を
、
次
の
①
S
④
の
中
か
ら
一
っ
選
び
、
解
答
記
入
欄

桧
に
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

①
低
軌
道
に
人
工
衛
星
が
打
ち
上
げ
ら
れ
る
こ
と
で
、
観
測
画
像
へ
の
映
り
込
み
や
天
体
と
の
重
な
り

等
、
天
文
学
に
今
後
影
響
が
出
始
め
て
く
る
と
推
測
さ
れ
る
。

②
ス
タ
ー
リ
ン
ク
衛
星
は
災
害
時
に
大
き
な
効
果
を
発
揮
し
、
通
信
の
寸
断
さ
れ
た
被
災
地
域
で
の
医

療
活
動
を
支
え
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

③
人
工
衛
星
は
肉
眼
で
見
え
る
ほ
ど
明
る
い
も
の
も
あ
る
が
、
天
文
学
へ
の
影
響
が
大
き
い
地
球
低
軌

道
へ
の
衛
星
群
の
打
ち
上
げ
が
各
国
で
検
討
さ
れ
て
い
る
。

④
災
害
時
や
医
療
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
を
始
め
と
し
た
通
信
事
業
の
拡
大
が
求
め
ら
れ
、
人
工
衛
星
の
打

ち
上
げ
数
は
今
後
も
増
加
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

@
斗
)

(
3
 
問
題
文
の
結
論
と
し
て
正
し
い
も
の
を
、
次
の
①
S
④
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
解
答
記
入
欄
田
に

マ
ー
ク
し
な
さ
い
0

①
増
加
す
る
人
工
衛
星
の
光
跡
が
天
体
観
測
に
影
響
を
与
え
、
観
型
ー
タ
の
有
効
性
の
低
下
や
観
測

経
費
に
お
け
る
損
失
額
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

②
国
際
天
文
学
連
合
は
人
工
衛
星
の
増
加
に
ょ
っ
て
天
文
学
へ
の
光
害
が
拡
大
す
る
こ
と
を
懸
念
し
て

お
り
、
低
軌
道
衛
星
の
数
を
制
限
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

③
世
界
的
な
人
工
衛
星
の
増
加
は
通
信
や
災
害
対
策
に
お
い
て
は
有
益
で
は
あ
る
が
、
そ
の
品
質
に
は

課
題
が
あ
る
た
め
手
放
し
で
喜
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
。

④
人
工
衛
星
の
光
跡
に
ょ
り
観
測
で
き
る
星
の
数
が
減
少
す
る
と
見
込
ま
れ
て
お
り
、
観
測
に
か
か
る

費
用
に
つ
い
て
、
年
間
損
失
額
の
補
填
を
求
め
て
い
る
。

@⑲

@⑲@

@@⑧



Ξ
=
次
の
問
題
文
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
(
問
一
 
S
問
十
三
に
答
え
な
さ
い
。

「
旦
邑
の
経
済
か
ら
「
質
」
の
経
済
へ
と
移
行
し
、
「
所
有
」
「
価
値
」
「
交
換
」
と
い
う
現
象
が
変
化
し
て
い
る
た

め
、
新
し
い
経
済
の
台
票
唱
え
ら
れ
て
い
る
。
「
所
有
」
に
対
し
て
、
シ
エ
ア
リ
ン
グ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
や
コ
モ

ン
.
エ
コ
ノ
ミ
ー
が
唱
え
ら
れ
、
ま
た
「
交
換
」
に
対
し
て
、
ギ
フ
ト
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
、
さ
ら
に
は
循
環
型
経
済
が

唱
え
ら
れ
て
い
く
。
し
か
も
、
こ
う
し
た
新
し
い
経
済
の
登
場
は
、
情
報
通
信
技
術
の
八
元
展
に
ょ
る
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
拡
大
と
結
び
つ
い
て
い
る
。

し
か
し
、
情
報
通
信
技
術
の
発
展
に
ょ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
大
は
、
存
在
欲
求
に
対
し
て
^
と

し
て
機
能
す
る
。
人
間
と
人
問
と
が
調
和
し
、
愛
し
合
う
方
向
で
機
能
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
怒
り
や
憎
し
み
を
煽

現
代
の
国
語
,
一
嘉
文
化

A

り
、
所
有
欲
求
の
追
求
へ
と
駆
り
立
て
て
い
く
場
合
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
存
在
欲
求
と
は
人
間
と
人
問
、
さ
ら
に
は
人
間
と
自
然
と
の
生
命
の
触
れ
合
い
で
充
足
さ
れ
る
。
そ

*

れ
故
に
生
命
体
に
蓄
積
さ
れ
た
エ
ク
セ
ル
ギ
ー
の
価
値
を
重
視
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
情
報
通
信
技
術

き
ず
な

も
人
間
の
生
命
活
動
と
し
て
の
紳
を
取
り
戻
す
た
め
に
導
入
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
「
量
」
の
経
済
を
「
質
」
の
経
済
に
移
行
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
所
有
欲
求
を
充
足
す
る

た
め
に
、
大
量
生
産
・
大
量
消
費
を
目
指
す
よ
う
な
経
済
か
ら
転
換
し
、
人
問
の
生
命
の
再
生
と
、
そ
れ
を
支
え
る

自
然
の
自
己
再
生
力
を
取
り
戻
す
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
人
間
の
生
命
活
動
の
た
め
に
自
然
に
働
き
か

け
る
経
済
シ
ス
テ
ム
を
、
人
間
の
生
命
活
動
の
論
理
に
従
わ
せ
る
こ
と
だ
と
い
っ
て
ょ
い
。
人
間
の
生
命
活
動
の
た

め
の
基
礎
的
二
ー
ズ
を
優
先
的
に
充
足
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
所
有
欲
求
を
野
放
し
に
せ
ず
に
、
人
問
と
人
間
、
人

間
と
自
然
と
が
調
和
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
充
足
さ
れ
る
存
在
欲
求
を
追
求
し
て
い
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

甲
喧

地
域
共
同
体
と
い
う
社
会
シ
ス
テ
ム
で
は
、
構
成
員
が
家
族
内
部
、
さ
ら
に
は
家
族
間
の
自
発
的
恊
力
に
ょ
っ

、
、
、
、
(
ア
)
1
、
、

て
、
生
活
を
保
障
し
合
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
家
族
内
部
や
家
族
間
の
自
発
的
協
力
で
あ
る
相
互
フ
ジ
ョ
や
共
同
作

業
に
ょ
っ
て
生
命
活
動
の
基
礎
的
二
ー
ズ
を
充
足
し
て
い
く
。
【
①
】
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
自
発
的
協
力
で
基
礎

的
二
ー
ズ
が
充
足
で
き
な
い
場
合
に
は
、
構
成
員
に
ょ
る
共
同
意
思
決
定
に
も
と
づ
い
て
、
政
治
シ
ス
テ
ム
に
ょ
る

強
制
的
協
力
で
充
足
す
る
こ
と
に
な
る
。
【
②
】

地
域
共
同
体
の
生
命
活
動
に
必
要
な
生
産
物
は
、
地
域
の
白
然
に
働
き
か
け
て
経
済
シ
ス
テ
ム
が
創
り
出
す
。

【
③
】
そ
う
し
た
生
産
活
動
に
必
要
と
さ
れ
る
、
共
同
で
利
用
す
る
施
設
な
ど
の
建
設
や
管
理
な
ど
も
、
地
域
共
同

体
の
構
成
員
あ
る
い
は
家
族
の
自
発
的
協
力
に
ょ
っ
て
実
施
さ
れ
る
。
【
④
】

Bと
こ
ろ
が
、
要
素
市
場
が
存
在
す
る
市
場
社
会
で
は
、
生
活
の
「
場
」
と
生
産
の
「
場
」
が
分
離
し
て
い
る
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
前
近
代
社
会
を
理
念
型
と
し
て
想
定
で
き
る
よ
う
に
、
地
域
に
固
有
な
自
然
環

境
に
抱
か
れ
て
、
生
産
活
動
と
生
命
活
動
と
し
て
の
生
活
が
統
合
し
て
行
わ
れ
る
地
域
共
同
体
は
崩
れ
て
い
か
ざ
る

を
え
な
く
な
る
0

、
、
、
(
イ
)
1
 
、
、
、

要
素
市
場
が
存
在
し
、
工
業
を
キ
バ
ン
と
し
た
市
場
社
会
が
成
立
す
る
と
、
自
然
に
働
き
か
け
る
手
段
で
あ
る
機

*

C

選
埜

「
↓
武
怯
膳
議
、
芹
惑
」



械
設
備
を
備
え
た
工
場
が
地
域
社
会
に
立
地
さ
れ
、
そ
こ
で
生
産
活
動
は
行
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
地
域
共
同
体
か

ら
生
産
活
動
が
分
離
し
て
い
く
こ
と
を
意
味
す
る
。
地
域
共
同
体
の
構
成
員
は
、
生
産
活
動
の
存
在
す
る
地
域
社
会

に
働
き
に
行
き
、
生
活
の
み
を
地
域
共
同
体
で
営
む
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
生
活
そ
の
も
の
を
、
生
産
活
動
の

存
在
す
る
地
域
社
会
に
移
す
現
象
も
生
じ
て
く
る
。

農
業
が
「
生
け
る
自
然
」
を
原
材
料
と
す
る
の
に
対
し
、
工
業
は
「
死
せ
る
自
然
」
を
原
材
料
と
す
る
。
「
生
け

る
自
然
」
を
原
材
料
と
す
る
農
業
は
、
自
己
再
生
力
の
あ
る
自
然
を
破
壊
す
る
こ
と
は
な
い
。
自
然
の
自
己
再
生
力

を
破
壊
し
て
し
ま
え
ば
、
農
業
は
自
滅
し
て
し
ま
、
つ
か
ら
で
あ
る
。

「
死
せ
る
自
然
」
を
原
材
料
に
す
る
工
業
の
生
産
機
能
を
担
う
工
場
は
、
原
材
料
の
入
手
し
や
す
ぃ
都
市
に
立
地

さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
原
材
料
の
産
地
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
む
し
ろ
交
通
の
要
地
で
あ
る
こ
と
が
条

現
代
の
国
語
,
一
嘉
文
化

件
と
な
る
。
し
か
も
工
業
社
会
で
は
、
工
業
の
生
産
機
能
が
生
活
機
能
の
「
磁
場
」
と
な
る
た
め
、
原
材
料
か
入
手

し
や
す
い
立
地
に
散
在
す
る
工
業
都
市
へ
と
、
人
口
が
集
ま
る
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
、
工
業
社
会
が
軽
工
業
の
段
階
か
ら
重
化
学
工
業
の
段
階
に
移
行
す
る
と
、
企
業
規
模
が
巨
大
化
し
、

工
場
機
能
と
管
理
・
企
画
を
担
う
事
業
所
機
能
が
分
離
し
て
く
る
。
そ
う
な
る
と
管
理
・
企
画
機
能
か
集
中
す
る
中

^
管
理
都
市
と
呼
ぱ
れ
る
巨
大
都
市
が
誕
生
し
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
中
枢
管
理
都
市
が
出
現
す
る
と
、

そ
れ
が
創
り
出
す
巨
大
市
場
を
狙
っ
て
、
耐
久
消
費
財
な
ど
の
戦
略
産
業
の
生
産
機
能
か
そ
の
周
辺
に
立
地
し
て
く

る
。

こ
の
よ
う
に
生
産
の
「
場
」
と
生
活
の
「
場
」
が
分
離
し
て
い
る
工
業
社
会
で
は
、
生
産
機
能
が
生
活
機
能
の

「
磁
場
」
と
な
っ
て
、
生
産
機
能
の
変
動
に
生
活
機
能
が
引
き
回
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
結
果
と
し

て
、
人
間
の
生
命
活
動
が
営
ま
れ
て
い
た
地
域
共
同
体
の
自
然
環
境
も
社
会
環
境
も
崩
れ
落
ち
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

る
。
自
然
環
境
も
社
会
環
境
も
破
壊
さ
れ
て
い
く
な
か
で
、
い
ま
直
面
し
て
い
る
「
根
源
的
危
機
の
時
代
」
を
克
服
し

よ
う
と
す
る
動
き
が
台
頭
し
て
く
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
「
根
源
的
危
機
の
時
代
」
に
お
い
て
、
人
間
の
生
命
が
存

亡
の
危
機
に
陥
り
、
誰
も
が
そ
の
こ
と
に
対
し
て
恐
怖
せ
、
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

^
、
「
根
源
的
危
機
の
時
代
」
を
演
出
し
た
り
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
や
コ
ロ
ナ
・
ハ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
襲
わ

0
＼ノ

れ
る
以
前
か
ら
、
自
然
環
境
や
社
会
環
境
を
再
生
し
て
、
人
間
の
生
活
の
「
場
」
と
し
て
の
地
域
共
同
体
を
再
創
造

し
よ
う
と
す
る
運
動
は
始
ま
っ
て
い
た
。
^
、
人
間
の
生
命
活
動
に
必
要
な
清
ら
か
な
九
互
澄
ん
だ
水
、

緑
の
空
間
を
再
生
し
よ
う
と
す
る
生
活
者
と
し
て
の
運
動
で
あ
る
。

1
卸
N
1

D

工
業
に
汚
染
さ
れ
る
以
前
の
自
然
環
境
を
取
り
戻
す
と
い
う
こ
と
は
、
当
然
な
が
ら
、
生
活
様
式
を
自
然
環
境
に

ι
、
Υ
、
」
(
ウ
)
1
 
゛

調
和
す
る
よ
う
に
形
成
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
近
代
以
前
の
生
活
様
式
を
フ
ッ
コ
ウ
さ
せ
る
こ
と
で
も
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
、
生
活
様
式
と
は
文
化
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
「
環
境
」
と
「
文
化
」
を
△
旦
言

葉
に
し
た
、
生
活
の
「
場
」
と
し
て
の
地
域
共
同
体
の
再
創
造
運
動
が
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

ー
、
ー

委
員
会
が
打
ち
出
し
た
「
持
続
可
能
な
都
市
(
豊
路
冒
号
一
ゆ
n
弓
)
」
も
工
業
の
衰
退
に
ょ
っ
て
コ
ウ
ハ
イ
し
た
都

市
を
、
「
環
境
」
と
「
文
化
」
を
合
言
葉
に
生
活
の
「
場
」
と
し
て
の
都
市
に
再
生
さ
せ
よ
う
と
す
る
運
動
だ
っ
た

と
い
っ
て
ょ
い
。

F



*

現
代
の
国
語
,
一
嘉
文
化

エ
ク
セ
ル
ギ
ー
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
質
。

要
素
市
場
n
生
産
活
動
の
た
め
の
士
地
、
労
働
力
、
資
本
の
市
場
。

*
二
重
傍
線
部
(
ア
)
S
(
王
と
同
じ
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
S
④
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選

び
、
解
答
記
入
欄
回
S
回
に
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

神
野
直
彦
『
財
政
と
民
主
主
義
1
人
間
が
信
頼
し
合
え
る
社
会
へ
』
よ
り

※
問
題
作
成
の
都
合
上
、
文
章
の
一
部
を
改
変
し
た

(
ア
)

5

フ
ジ
ヨ

1

回
S
演
嘆
黙

(
イ
)
キ
バ

6

ン

1

家
族
を
フ
ヨ
ウ
す
る

今
年
の
ホ
ウ
フ
を
語
る

パ
ソ
コ
ン
が
フ
キ
ユ
ウ
す
る

鉄
道
を
フ
セ
ツ
す
る

(
ウ
)
;
0
ウ
同

1
卸
W
1

岡
弐
卸
酬
頭

ピ
ア
ノ
で
バ
ン
ソ
ウ
す
る

ハ
ン
ジ
ャ
ク
の
備
え
を
す
る

カ
ン
バ
ン
を
下
ろ
す

ハ
ン
カ
ン
の
思
い

①
キ
ユ
ウ
コ
ウ
を
温
め
る

福
利
コ
ウ
セ
イ
を
充
実
さ
せ
る

全
国
大
会
の
ソ
ウ
コ
ウ
会

文
明
の
コ
ウ
ボ
ウ

回
S
霜
眺
鞍

ハ
イ
ス
ィ
の
陣
を
敷
く

タ
食
を
ハ
イ
ゼ
ン
す
る

ハ
イ
オ
ク
を
取
り
壊
す

ス
ウ
ハ
イ
す
る
人
物

岡
知
卸
岡
頭

1
 
-
N
1

書
濯
膳
纛
、
醤
選

ノ"ー'、

工
、、_ーノ

コ

ウ

判
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岡
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頭

S
昂
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^
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議
0

選
違
膳
纛
、
書
選

メ
ヘ

<
+

6
N

岡
菩

函
一

メ
ご
+

δ
N

問
二
二
重
傍
線
部
(
a
)
の
漢
字
の
読
み
と
し
て
正
し
い
も
の
を
、
次
の
①
S
④
の
中
か
ら
一
っ
選
び
解
答
記

ずN

n
-

現
代
の
国
語
,
一
言
語
文
化

(
a
)
中
枢

岡
菩

因
N

ち
ゅ
う
よ
う

ち
ゅ
う
す
、
つ

ち
ゅ
、
つ
力
く

ち
ゅ
、
つ
み
つ

問
三
傍
線
部
A
 
「
『
質
』
の
経
済
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
「
経
済
」
の
こ
と
を
意
味
し
て
ぃ
る
か
。
そ
の
説
明
と

し
て
も
っ
と
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
S
④
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
解
答
記
入
欄
^
に
マ
ー
ク
し
な

さ
い
。①

所
有
や
交
換
を
な
く
し
、
人
間
同
士
の
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
拡
大
さ
せ
て
い
く
経
済
。

②
大
量
に
も
の
を
つ
く
る
の
で
は
な
く
、
質
の
良
い
も
の
だ
け
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
す
経
済
。

③
情
報
通
信
技
術
に
と
ら
わ
れ
ず
、
シ
エ
ア
や
贈
与
、
持
続
可
能
な
循
環
を
重
視
す
る
経
済
。

④
人
間
の
生
命
活
動
を
第
一
に
重
視
し
、
自
然
の
自
己
再
生
力
を
取
り
戻
し
て
い
く
経
済
。

問
四
空
欄
^
に
入
る
語
句
と
し
て
も
っ
と
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
S
④
の
中
か
ら
一
つ
選
び
解
答

記
入
欄
劉
に
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

も
ろ
は

諸
刃
の
剣

渡
り
に
船

つ
ぇ

転
ば
ぬ
先
の
杖

水
を
得
た
魚

④③②①

④③②①

入
欄

19

に
マ

ク
し
な
さ
し、



問
五
傍
線
部
B
 
「
所
有
欲
求
」
に
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
か
、
そ
の
説
明
と
し
て
も
つ
と
も
適
切
な
も
の

を
、
次
の
①
S
④
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
解
答
記
入
欄
^
に
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

①
所
有
欲
求
を
追
求
す
る
こ
と
で
、
人
問
と
人
間
、
人
問
と
自
然
と
の
調
和
の
と
れ
た
生
活
の
あ
り
方
を

実
現
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

②
他
者
や
自
然
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
を
、
所
有
欲
求
の
追
求
よ
り
も
優
先
し

て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

③
「
質
」
の
経
済
へ
の
移
行
に
当
た
り
、
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
大
に
ょ
っ
て
所
有
欲
求
を
抑
制
し

て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

④
生
命
活
動
の
た
め
の
基
礎
的
二
ー
ズ
を
充
足
す
る
こ
と
で
満
足
し
、
所
有
欲
求
の
拡
大
を
と
ど
め
て
い

く
べ
き
で
あ
る
。

現
代
の
国
語
,
一
磊
文
化

問
六
問
題
文
中
の
【
①
】
S
【
④
】
の
中
か
ら
、
次
の
一
文
が
入
る
箇
所
を
一
つ
選
び
、
解
答
記
入
欄
同

マ
ー
ク
し
な
さ
い
0

し
か
も
、
こ
う
し
た
自
発
的
協
力
の
限
界
も
、
構
成
員
の
共
同
憲
決
定
に
も
と
づ
く
強
制
的
協
力
で
克
服

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

問
七
傍
線
部
C
 
「
生
活
の
『
場
』
と
生
産
の
『
場
』
が
分
航
し
て
い
る
」
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。
も
っ
と
も

適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
S
④
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
解
答
記
入
欄
^
に
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

①
生
活
は
家
族
と
い
う
共
同
体
で
営
ま
れ
る
が
、
生
産
は
地
域
共
同
体
に
お
い
て
他
の
家
族
と
と
も
に
行

わ
れ
る
と
い
う
こ
と
。

②
生
命
活
動
は
家
族
内
部
や
家
族
間
の
協
力
だ
け
で
営
ま
れ
る
が
、
生
産
活
動
を
協
力
し
て
行
う
に
は
政

治
と
い
う
場
が
必
要
に
な
る
と
い
う
こ
と
。

③
生
命
活
動
の
充
足
は
地
域
共
同
体
で
行
わ
れ
る
が
、
生
産
活
動
は
地
域
社
会
に
あ
る
工
場
な
ど
で
行
わ

れ
る
と
い
、
つ
こ
と
。

④
生
活
に
お
い
て
は
生
命
活
動
の
基
礎
的
二
ー
ズ
の
充
足
が
行
わ
れ
る
が
、
生
産
に
お
い
て
は
生
命
活
動

に
必
要
な
も
の
が
つ
く
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
。
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器

@

一
念

①
生
活
が
営
ま
れ
て
い
た
地
域
共
同
体
の
自
然
環
境
が
、
工
業
の
生
産
機
能
の
都
合
に
ょ
っ
て
振
り
回
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
。

②
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ツ
ク
や
コ
ロ
ナ
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
、
大
量
生
産
・
大
量
消
費
を
目
指
す
工
業
社
会

あ
ら

の
矛
盾
が
露
わ
に
な
っ
た
か
ら
。

③
工
業
社
会
が
重
化
学
工
業
の
段
階
に
移
っ
た
こ
と
で
、
生
産
機
能
の
変
動
に
生
活
機
能
が
引
き
回
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
。

④
人
間
の
生
命
活
動
に
必
要
な
自
然
環
境
の
自
己
再
生
能
力
を
犠
牲
に
し
な
け
れ
ぱ
、
工
業
は
産
業
と
し

て
成
立
し
え
な
い
か
ら
。

一
.
念
X
一
⇔
▲

N
.
の
N
X
-
0
卸

問
八
傍
線
部
D
 
「
工
業
の
生
産
機
能
が
生
活
機
能
の
『
磁
場
』
と
な
る
」
と
あ
る
が
、
そ
の
具
体
例
と
し
て
も
っ

と
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
S
④
の
中
か
ら
一
っ
選
び
、
解
答
記
入
欄
^
に
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

@

き

@

一
獣

現
代
の
国
語
,
一
磊
文
化

人
々
が
、
自
八
刀
の
住
む
場
所
に
ょ
り
近
い
工
場
へ
と
移
動
す
る
よ
、
つ
に
な
る
と
い
う
こ
と
。

人
々
が
、
工
場
な
ど
の
働
く
こ
と
の
で
き
る
場
所
の
近
く
に
住
む
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
。

工
場
で
生
産
さ
れ
た
も
の
が
、
生
命
活
動
の
場
へ
と
送
り
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
。

工
場
で
使
わ
れ
る
原
材
料
の
生
産
が
、
そ
の
工
場
の
近
く
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
。

問
九
空
欄
同
・
同
に
入
る
語
句
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
も
0
と
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
S
④

の
中
か
ら
一
っ
選
び
、
解
答
記
入
欄
^
に
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

1
卸
の
ー

と
は
い
え

そ
れ
ゆ
え

さ
ら
に

も
つ
と
も

ゆ

問
十
傍
線
部
E
 
「
工
業
に
汚
染
さ
れ
る
以
前
の
自
然
環
境
を
取
り
戻
す
」
と
あ
る
が
、
な
ぜ
工
業
に
ょ
っ
て
自
然

環
境
が
汚
染
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
も
っ
と
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
S
④
の
中
か
ら

一
つ
選
び
、
解
答
記
入
欄
^
に
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

と
い
、
つ
の
も

す
な
わ
ち

た
と
え
ぱ

つ
ま
り

Q Q Q Q

④③②①

@⑲

回@
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問
十
一
傍
線
部
F
 
「
『
環
境
』
と
『
文
化
』
を
合
言
葉
に
」
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
か
。
そ
の

説
明
と
し
て
も
つ
と
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
S
④
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
解
答
記
入
欄
^
に
マ
ー

ク
し
な
さ
い
。

現
代
の
国
語
,
一
磊
文
化

①
近
代
以
前
の
生
活
様
式
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
空
気
や
水
や
緑
を
再
生
し
よ
う
と
す
る
こ
と
。

②
生
活
様
式
を
自
然
環
境
に
調
和
さ
せ
る
よ
う
に
し
、
自
釜
境
の
再
生
を
図
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
。

③
都
市
に
自
然
を
創
造
す
る
こ
と
で
、
人
間
の
生
命
活
動
に
必
要
な
生
活
様
式
を
取
り
戻
す
と
い
う
こ

と
0

④
自
筑
境
の
再
生
と
生
活
の
た
め
の
経
済
活
動
の
再
生
を
、
ど
ち
ら
も
両
立
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
。

問
十
二
問
題
文
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
を
、
次
の
①
S
⑥
の
中
か
ら
二
っ
選
び
、
解
答
記
入
欄
^

①
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
大
を
可
能
に
し
た
情
報
槽
技
術
は
、
人
間
同
士
の
調
和
的
な
生
命
活
動

を
回
復
し
て
い
く
た
め
に
用
い
る
べ
き
で
あ
る
。

②
地
域
共
同
体
に
お
け
る
社
会
シ
ス
テ
ム
が
成
員
間
の
自
発
的
恊
力
で
は
う
ま
く
機
能
し
な
い
場
合
に
、

政
治
シ
ス
テ
ム
に
ょ
る
強
制
的
協
力
が
必
要
と
な
る
。

③
前
近
代
社
会
の
よ
う
な
、
経
済
シ
ス
テ
ム
と
社
会
シ
ス
テ
ム
が
統
合
さ
れ
て
い
た
地
域
共
同
体
を
取
り

戻
す
に
は
、
要
素
市
場
を
な
く
す
必
要
が
あ
る
。

④
地
域
共
同
体
で
行
わ
れ
る
農
業
は
工
業
と
異
な
り
、
自
然
の
自
己
再
生
力
を
破
壊
し
て
自
滅
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
、
「
生
け
る
自
然
」
を
原
材
料
と
し
て
き
た
。

⑤
工
場
は
交
通
の
要
地
に
立
地
す
る
傾
向
が
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら
分
離
し
た
管
理
・
企
画
機
能
を
担
う
部

門
は
、
人
口
が
タ
タ
い
こ
と
を
立
地
の
条
件
と
す
る
。

⑥
「
根
源
的
危
機
の
時
代
」
を
克
服
す
る
た
め
、
日
本
も
「
持
続
可
能
な
都
市
」
を
モ
デ
ル
に
生
活
の

「
場
」
と
し
て
の
地
域
共
同
体
を
再
創
造
す
る
必
要
が
あ
る
。
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巴
次
の
問
題
文
は
、
室
生
屠
星
『
火
の
魚
』
の
一
節
で
あ
る
。
作
家
で
あ
る
「
私
」
は
自
身
の
小
説
の
表
紙
に
金

魚
の
魚
拓
(
魚
の
像
を
墨
な
ど
を
使
っ
て
写
し
取
っ
た
も
の
)
を
使
い
た
い
と
考
え
、
装
丁
家
の
折
見
と
ち
子
へ

と
依
頼
の
手
紙
を
出
し
た
。
以
下
の
場
面
は
、
そ
の
手
紙
に
対
す
る
折
見
と
ち
子
の
返
信
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
(
問
一
 
S
問
十
こ
に
答
え
な
さ
い
。

@

諒
顎
圖

詞N

現
代
の
国
語
,
一
磊
文
化

@

⇔
.
誤

⑧

わ
た
く
し
は
生
き
て
い
る
金
魚
を
殺
せ
る
よ
う
な
恐
ろ
し
い
女
で
は
ご
、
ざ
い
ま
せ
ん
、
い
か
な
る
情
理
が
あ
っ
て

も
或
い
は
人
間
な
ら
一
人
く
ら
い
は
殺
せ
て
も
、
金
魚
を
ま
と
も
に
殺
す
と
い
う
意
識
の
も
と
で
は
、
到
底
、
こ
れ

む
か

あ
え

を
殺
す
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
、
作
家
で
あ
る
あ
な
た
に
対
っ
て
敢
て
こ
の
お
し
ご
と
の

き

ど
う
し
て
死
ん
だ
金
魚
を
発
見
け
る
か
と
い
う
一
っ
の
こ
と
な
の
で
ご
ざ

上
で
、
重
ね
て
お
訊
き
し
た
い
こ
と
は
、

い
ま
す
0
 
こ
れ
は
一
っ
是
非
お
教
え
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。
ど
ん
な
に
極
悪
非
道
な
人
問
で
も
い
き
な

り
握
り
潰
し
て
金
魚
を
殺
す
こ
と
が
出
来
て
も
、
晴
れ
た
美
し
い
水
中
に
喜
ん
で
泳
い
で
ぃ
る
彼
女
を
ど
ん
な
人
で

、
て
づ
か
ゞ
゛
(
ア
)
1
 
、
、

も
、
い
き
な
り
手
掴
み
で
殺
せ
る
も
の
で
は
ご
、
ざ
い
ま
せ
ん
、
作
家
で
あ
る
あ
な
た
が
作
家
の
ゴ
ウ
マ
ン
さ
か
知
ら

⑧

0
.
念

@
詞

1
卸
伽
1

ず
に
は
た
ら
い
て
い
る
時
は
、
私
は
こ
の
妙
な
お
し
ご
と
を
或
い
は
タ
タ
少
の
押
し
つ
け
が
ま
し
い
気
は
い
を
こ
め

@

⇔
.
谷

@
詞

て
、
お
求
め
に
な
っ
た
ら
し
い
ヒ
ガ
目
も
起
り
、
悲
し
い
非
情
の
お
手
紙
を
何
度
も
拝
見
し
ま
し
た
。
こ
の
妙
な
手

紙
は
わ
た
く
し
の
何
十
年
か
の
間
に
、
た
だ
一
つ
手
紙
と
い
う
物
に
対
っ
て
き
っ
と
な
っ
た
、
物
珍
し
い
手
紙
で
ご

、
ざ
い
ま
し
た
0
 
要
は
あ
な
た
ご
自
身
が
死
ん
だ
金
魚
を
持
っ
て
い
ら
し
っ
て
戴
く
こ
と
な
の
で
す
。
そ
の
上
で
わ
た

く
し
に
魚
拓
の
技
術
が
あ
っ
た
ら
、
お
し
ご
と
を
お
た
す
け
し
た
い
と
思
う
て
居
り
ま
す
。
こ
の
折
見
と
ち
子
の
手

紙
は
立
派
で
あ
っ
て
、
ど
う
し
て
金
魚
を
手
に
い
れ
る
か
に
私
自
身
も
、
折
見
と
ち
子
は
困
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い

と
こ

た
の
だ
、
そ
こ
で
私
は
ま
だ
急
が
な
く
て
も
い
い
の
だ
か
ら
、
何
処
か
で
金
魚
が
見
っ
か
っ
た
時
で
い
ぃ
か
ら
作
成

し
て
下
さ
い
、
係
し
生
き
て
い
る
金
魚
は
魚
拓
に
と
れ
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
と
筆
の
つ
ぃ
で
に
書
い
て
や
る
と
、
お

ま

急
ぎ
で
な
い
の
な
ら
何
と
か
い
た
し
ま
す
が
、
生
き
て
い
る
さ
か
な
を
魚
拓
に
と
る
な
ん
て
、
途
呆
け
た
こ
と
を

^
言
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
、
卸
ず
、
酢
で
洗
っ
て
か
ら
の
仕
事
で
す
か
ら
、
生
き
て
い
て
は
、
さ
か
な
を
殺
し
て
了

う
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
実
は
一
応
は
お
断
り
は
い
た
し
た
も
の
の
市
場
の
あ
る
通
り
の
金
魚
屋
を
た
ず
ね
、
魚
拓

と
い
う
魚
の
す
が
た
を
必
要
が
あ
っ
て
写
し
取
り
た
い
の
で
す
が
、
生
き
た
価
格
は
お
支
払
い
し
ま
す
か
ら
、
死
ん

だ
金
魚
を
頒
け
て
く
れ
ま
せ
ん
か
、
何
時
で
も
い
い
か
ら
、
死
ん
だ
ら
取
っ
て
置
い
て
下
さ
い
、
お
勤
め
の
道
順
に

U
い

お
店
の
前
を
通
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
ち
ょ
い
ち
ょ
い
寄
っ
て
見
ま
す
と
お
爺
さ
ん
に
た
の
む
と
、
金
魚

は
毎
朝
あ
が
る
奴
も
い
ま
す
か
ら
、
そ
ん
な
訳
な
ら
お
帰
り
に
お
立
ち
寄
り
に
な
っ
て
下
さ
い
と
一
言
っ
て
く
れ
、
わ

、
、
、
(
イ
)
1
 
゛
§
、
、
 
5

た
く
し
は
三
年
子
く
ら
い
の
大
き
さ
が
ほ
し
い
と
一
吾
い
、
金
魚
屋
と
ケ
イ
ヤ
ク
し
た
の
で
す
が
、
そ
れ
か
ら
一
週
間

や

の
あ
い
だ
通
い
つ
め
て
み
て
も
、
大
き
い
金
魚
は
な
か
な
か
死
な
な
い
ら
し
く
、
何
時
も
小
さ
く
気
の
毒
に
痩
せ
た

コ
ド
モ
ば
か
り
で
ご
、
ざ
い
ま
し
た
。
み
ん
な
眼
を
お
お
き
く
開
い
て
未
だ
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
物
を
沢
山
に
見
残

し
た
、
そ
う
い
う
、
、
ざ
ん
念
そ
う
な
開
眼
死
様
で
し
た
。
一
週
問
も
経
っ
と
さ
す
が
の
わ
た
く
し
も
、
死
魚
を
尋
ね

こ
の
こ
ろ

る
こ
と
に
気
遅
れ
を
感
じ
、
お
爺
さ
ん
が
ど
う
い
う
も
の
か
此
頃
金
魚
は
あ
が
ら
な
く
て
、
ど
れ
も
こ
れ
も
意
外
に

き
な
力

元
気
な
の
で
す
、
こ
ん
な
不
思
議
な
こ
と
は
今
ま
で
は
滅
タ
タ
に
な
い
こ
と
で
す
が
、
ど
う
か
、
気
、
水
に
お
訪
ね
く
だ

回

一
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心
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さ
い
と
言
い
、
わ
た
く
し
も
つ
ぃ
度
々
の
こ
と
で
気
の
毒
に
な
り
、
二
尾
の
大
き
い
三
年
子
を
買
い
取
っ
て
持
っ
て

§
(
a
)
1
゛
、
ま
じ

か
え
り
ま
し
た
。
彼
女
の
死
を
ね
が
う
人
間
の
手
に
捌
げ
ら
れ
た
金
魚
は
、
一
尾
は
白
の
交
っ
た
ぶ
ち
で
、
一
尾
は

ま
じ

ガ
ラ
ス

火
を
噴
い
て
い
る
真
紅
に
黒
の
斑
点
が
雑
っ
て
い
ま
し
た
。

わ
た
く
し
は
そ
れ
を
硝
子
の
鉢
に
入
れ
、
タ
方
も
ど
る

ま

と
先
ず
彼
女
ら
に
眼
を
や
り
、
朝
も
そ
の
美
し
さ
に
見
と
れ
て
い
た
も
の
の
、
次
第
に
そ
の
ど
ち
ら
か
の
さ
か
な
の

か
わ

死
を
ね
か
う
こ
と
に
楡
り
か
な
く
、
そ
ん
な
気
に
な
っ
て
い
る
の
も
あ
な
た
と
い
う
作
家
の
せ
い
だ
と
思
い
、
乍
家

を
に
く
む
気
に
さ
え
な
っ
て
い
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
わ
た
く
し
に
何
の
因
縁
が
あ
っ
て
此
の
哀
れ
な
魚
族
の
死
を

ま俟
た
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
原
因
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。
朝
と
夕
方
に
か
れ
ら
が
生
き
て
い
る
の
で
、
ま
あ
、
宜
か
っ

た
と
思
う
半
分
に
あ
る
か
な
い
か
の
絶
望
感
が
、

わ
た
く
し
の
生
き
て
宜
か
っ
た
と
い
う
気
持
の
半
分
を
、
ち
ゃ
ん

ま
わ

さ

と
先
き
廻
り
し
て
領
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
は
こ
の
さ
か
な
を
買
っ
た
寸
前
か
ら
、
す
で
に
、
さ
か
な
が
死
ん
で

く
れ
な
け
れ
ぱ
わ
た
く
し
の
仕
事
が
始
め
ら
れ
な
い
事
、
死
を
俟
っ
た
め
に
買
っ
た
原
因
な
ど
が
、
世
の
中
の
人
の

飼
う
金
魚
な
ぞ
と
異
っ
た
条
件
が
、
わ
た
く
し
を
ユ
ウ
ゥ
ツ
に
し
更
め
て
お
断
り
し
よ
う
か
と
考
え
る
に
至
っ
た

の
で
ご
、
ざ
い
ま
す
。
(
中
略
)

と
こ
ろ
が
今
朝
何
気
な
く
硝
子
鉢
の
中
を
見
ま
す
と
、
驚
い
た
こ
と
に
は
、
そ
の
一
尾
の
ぶ
ち
の
方
が
お
腹
を
横

た
え
て
死
ん
で
い
る
じ
や
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。
わ
た
く
し
は
そ
の
死
の
原
因
を
た
ず
ね
る
必
要
も
な
く
、
ま
た
、
あ

れ
ほ
ど
昨
夕
は
元
気
で
あ
っ
た
の
に
と
い
う
回
顧
も
し
て
や
ら
な
い
で
、
よ
く
死
ん
で
く
れ
た
わ
ね
、
と
い
う
裏
め

言
葉
さ
え
浮
ん
で
来
て
、
さ
っ
そ
く
彼
女
を
手
の
ひ
ら
に
乗
せ
て
魚
拓
に
す
る
心
構
え
を
い
た
し
ま
し
た
0
 
尾
の
尖

た
ん
す

端
は
金
魚
屋
に
い
た
頃
か
ら
既
に
擦
れ
切
れ
て
い
た
ら
し
く
、

こ
の
さ
か
な
が
い
か
に
好
く
三
年
間
も
永
い
間
生
き

抜
い
て
い
た
こ
と
や
、
頭
部
に
か
な
り
に
深
い
傷
あ
と
が
あ
っ
て
そ
れ
が
治
っ
て
い
る
状
態
か
ら
見
て
、
取
り
分
け

彼
女
が
ふ
だ
ん
健
康
だ
っ
た
こ
と
も
判
り
ま
し
た
。
わ
た
く
し
は
用
意
の
酢
で
か
ら
だ
を
洗
い
、
ぬ
め
ぬ
め
し
た
も

り
す
ひ
ろ

の
を
取
り
去
り
、
硯
の
墨
を
永
い
間
か
か
っ
て
摺
り
、
美
濃
判
紙
を
机
の
上
に
白
々
と
展
げ
ま
し
た
0
 
そ
の
間
に

此
問
か
ら
今
日
ま
で
の
雑
念
は
一
さ
い
な
く
な
り
、
あ
な
た
を
意
地
悪
だ
と
お
手
紙
に
書
い
た
こ
と
も
、
さ
ら
り
と

忘
れ
て
晴
れ
ぱ
れ
し
た
気
分
に
な
り
、
い
ま
は
天
上
降
下
の
彼
女
を
精
神
こ
め
て
写
し
取
る
こ
と
に
セ
ン
ネ
ン
い
た

し
ま
し
た
。
頭
は
海
ば
ら
の
波
頭
に
向
き
、
尾
は
裂
け
な
が
ら
空
を
つ
ん
ざ
い
て
い
る
一
尾
の
炎
と
な
っ
た
さ
か
な

を
、
わ
た
く
し
は
彼
女
の
か
ら
だ
に
墨
を
刷
き
な
が
ら
尾
は
つ
ぱ
さ
の
よ
う
に
ぱ
さ
つ
く
の
を
耳
に
入
れ
、
固
く
と

*
し
ゅ
,
つ
し
ゅ
、
つ

、
つ
そ

じ
ら
れ
た
口
元
か
ら
わ
た
く
し
自
身
の
悲
鳴
に
似
た
も
の
さ
え
、
湫
々

と
し
て
聴
き
と
り
ま
し
た
。
こ
ん
な
嘘
み

た
い
な
大
仰
の
あ
り
さ
ま
が
三
四
十
分
問
続
い
た
あ
と
に
、
五
枚
の
魚
拓
は
つ
い
に
完
成
し
た
の
で
ご
、
ざ
い
ま
す
0

ひ
れ

我
な
が
ら
尾
も
鰭
も
翼
の
よ
う
な
張
り
方
を
見
せ
、
口
を
閉
じ
な
が
ら
一
文
字
に
何
物
か
に
突
入
し
て
ゆ
く
さ
ま

は
じ
ゆ

瞬
間
無
え
切
っ
た
火
火
の
よ
う
に
、
ジ
リ
ジ
リ
と
い
う
火
ば
な
を
樹
い
て
往
く
の
が
眼
に
見
え
る
よ
う
で
し

゛
、
、
力

こ

よ

た
。
尾
を
開
い
て
力
を
籠
め
さ
っ
と
刷
き
、
頭
部
は
悲
し
み
に
怒
り
を
交
ぜ
た
気
持
で
や
っ
て
く
だ
さ
い
と
、
あ
な

た
の
指
揮
ど
お
り
に
や
り
と
お
し
た
時
に
、
こ
れ
は
普
通
の
魚
拓
で
は
な
く
、
わ
た
く
し
自
身
が
ナ
イ
フ
か
可
か
で

い
ま
刻
み
こ
ん
で
い
る
の
だ
と
い
う
感
慨
を
、
こ
の
お
仕
事
の
最
中
頭
に
う
か
べ
て
い
た
信
念
で
ご
ざ
い
ま
し
た
0
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0
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N
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N
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X
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E

作
家
で
あ
る
あ
な
た
の
指
揮
さ
れ
た
言
葉
が
な
か
っ
た
ら
、
こ
ん
な
に
美
事
な
飛
躍
し
た
急
所
が
^
ま
れ
な
か
っ
た

か
も
知
れ
ま
せ
ん
、
此
間
じ
ゅ
う
作
家
と
い
う
者
を
に
く
み
、
あ
な
た
も
い
い
加
減
な
方
だ
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
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灣
S
目
1
同
g
バ
昇
雛
ず
歴
躍
"
小
辻
水
ゞ
晶
眺
琴
テ
ー
0
才
醐
g

小
S
訣
如
"
演
眺
副
>
建
π
4
1
ゞ
仁
必
吠
f
o
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一
)
誠
冊
畠
S
鳥
S
画
卿
π
偸
衛
訊
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添
隙
小
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因
ご
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゛
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せ
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化
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S
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N
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m
π
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水
S
献
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§
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N
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愚
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当
等
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汁
尋
塗
昇
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0
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0
バ
、
 
W
S
薄
S
父
違
S
河
、
脅
π
竺
一
小
減
鴻
S
臘
禽
S
尋

団
燮
武
熊
ゴ
ー
§
'
゛
ゞ
弄
^
g
小
0
 
#
、
臼
§
§
斯
迎
鷲
瓢
S
剛
e
ぐ
"
溢
山
⑳

辻
俸
弄
回
d
激
0

書
選
隣
纛
、
書
選

ハ
イ
ユ
ウ
に
サ
イ
ン
を
も
ら
う

ユ
ウ
リ
ョ
し
て
い
た
事
態
に
な
る

ユ
ウ
ゼ
ン
と
し
た
態
度

ユ
ウ
カ
ン
に
立
ち
向
か
う

せ
〔
§
〕

一
.
⇔

C

1
-
.
⇔

伽
.
⇔

い
ま
は
あ
な
た
が
ご
自
分
で
出
来
な
い
こ
と
で
も
、
一
言
葉
を
あ
た
え
た
瞬
間
か
ら
与
え
ら
れ
た
一
言
葉
は
別
の
人
間
に

*

す
こ

か
わ

拠
っ
て
、
あ
な
た
ご
自
身
で
お
や
り
に
な
る
こ
と
と
、
些
し
も
楡
り
な
い
事
を
い
し
く
も
発
見
い
た
し
ま
し
た
。

※
問
題
作
成
の
都
合
上
、
文
章
の
一
部
を
改
変
し
た

岑

R
〔
§
〕

現
代
の
国
語
,
一
磊
文
化

*

瞰
々
と
し
て
・
小
声
で
力
な
く
泣
く
さ
ま
。

い
し
く
も
H
見
事
に
。

*

問
一
二
重
傍
線
部
(
ア
)
S
(
工
)
と
同
じ
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
S
④
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選

び
、
解
答
記
入
欄
^
S
^
に
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

(
ア
)
ゴ
ウ
マ
ン

13

卸

(
イ
)

2

ケ
イ
ヤ
ク

3

キ
ョ
マ
ン
の
富
を
得
る

注
意
が
サ
ン
マ
ン
に
な
る

気
力
が
ジ
ユ
ウ
マ
ン
し
て
い
る

マ
ン
セ
イ
的
な
疲
労

(
ウ
)
ユ
ウ
ヲ
回

建
物
を
セ
ン
キ
ョ
す
る

選
手
セ
ン
セ
イ
を
行
う

セ
ン
ダ
ツ
に
教
え
を
乞
う

セ
ン
オ
ウ
的
に
ふ
る
ま
、
つ

イ
ケ
イ
の
念
を
抱
く

ヨ
ケ
イ
な
心
配
を
か
け
る

卒
業
を
ケ
イ
キ
に
髪
を
伸
ぱ
す

ゴ
ケ
イ
的
な
関
係
を
結
ぶ

(
工
)

4

セ
ン
、
不
ン

3

ー
の
0
1

④③②① ④③②① ④③②① ④③②①



問
二
二
重
傍
線
部
(
a
)
の
漢
字
の
読
み
と
し
て
正
し
い
も
の
を
、
次
の
①
S
④
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
解
答
記

現
代
の
国
語
,
一
磊
文
化

(
a
)
提
げ
ら
れ
た

問
三
傍
線
部
A
 
「
わ
た
く
し
は
生
き
て
い
る
金
魚
を
殺
せ
る
よ
う
な
恐
ろ
し
い
女
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
と
あ
る

が
、
折
見
と
ち
子
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
言
っ
た
の
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
も
っ
と
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①

S
④
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
解
答
記
入
欄
^
に
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

ささ
さ

あ、
、
カ
カ

①
生
き
生
き
と
泳
い
で
い
る
金
魚
を
つ
か
ま
え
て
、
い
き
な
り
殺
す
こ
と
な
ど
誰
に
も
で
き
な
い
と
思
わ

れ
る
ほ
ど
非
情
な
こ
と
だ
か
ら
。

②
何
の
理
由
も
な
い
の
に
、
生
き
た
金
魚
を
握
り
潰
し
て
殺
す
こ
と
な
ど
誰
に
も
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る

ほ
ど
非
情
な
こ
と
だ
か
ら
。

③
喜
ん
で
泳
い
で
い
る
金
魚
を
殺
す
な
ど
、
極
悪
非
道
な
人
問
で
な
い
限
り
誰
に
も
で
き
な
い
と
思
わ
れ

る
ほ
ど
非
情
な
こ
と
だ
か
ら
。

④
魚
拓
と
い
う
目
的
の
た
め
だ
け
に
、
生
き
て
い
る
金
魚
を
殺
す
こ
と
な
ど
誰
に
も
で
き
な
い
と
思
わ
れ

る
ほ
ど
非
情
な
こ
と
だ
か
ら
。

問
四
傍
線
部
B
 
「
多
少
の
押
し
つ
け
が
ま
し
い
気
は
い
を
こ
め
て
、
お
求
め
に
な
っ
た
ら
し
い
ヒ
ガ
目
も
起
り
」

と
あ
る
が
、
折
見
と
ち
子
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
言
お
う
と
し
て
い
る
の
か
。
も
っ
と
も
適
切
な
も
の
を
、
次

の
①
S
④
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
解
答
記
入
欄
^
に
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

魚
拓
の
た
め
に
金
魚
を
殺
す
こ
と
を
、
悪
い
と
思
わ
な
い
の
は
お
か
し
い
と
感
じ
た
と
い
う
こ
と
。

魚
拓
の
仕
事
を
半
ば
強
引
に
自
八
刀
に
や
ら
せ
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
。

殺
生
は
い
け
な
い
と
い
う
当
然
の
こ
と
を
説
教
し
て
し
ま
い
申
し
訳
な
く
感
じ
た
と
い
う
こ
と
。

無
理
な
こ
と
を
頼
ん
で
い
る
と
わ
か
っ
て
い
て
遠
慮
が
ち
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
。
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§
ミ

§
選
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W
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ミ
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§
ふ
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S
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^
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0
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S
演
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靴
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N
詞
 
1

@
譜
 
1

@
ゞ
ド
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ゞ
 
N
、
選

、

書
濯
膳
議
、
書
選

ど
貫
ミ
市
汗
ぜ
汁
版
S
禽
醐
弄
父
・
^
d
部
小
0

同
S
演
嘆
繋

§
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註

@

註
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@
ー
ー
ゞ
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信
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ゞ

@

心
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N
 
§

回

問
五
傍
線
部
C
 
「
二
尾
の
大
き
い
三
年
子
を
買
い
取
っ
て
持
っ
て
か
え
り
ま
し
た
」
と
あ
る
が
、
な
ぜ
金
魚
を
買

う
こ
と
に
し
た
の
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
も
つ
と
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
S
④
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
解

答
記
入
欄
^
に
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

現
代
の
国
語
,
一
磊
文
化

金
魚
屋
で
死
魚
を
尋
ね
る
と
金
魚
に
対
し
て
罪
悪
感
を
覚
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
か
ら
。

金
魚
屋
に
行
く
た
び
に
小
さ
な
金
魚
の
開
眼
死
様
を
見
る
の
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
き
た
か
ら
。

一
週
問
も
経
つ
う
ち
に
、
だ
ん
だ
ん
と
金
魚
が
死
ぬ
の
を
待
つ
こ
と
が
嫌
に
な
っ
て
き
た
か
ら
。

金
魚
屋
の
お
爺
さ
ん
が
な
か
な
か
死
魚
を
渡
せ
な
い
の
を
申
し
訳
な
さ
そ
う
に
し
て
い
た
か
ら
。

問
六
傍
線
部
D
 
「
絶
望
感
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
対
す
る
「
絶
望
感
」
か
。
も
っ
と
も
適
切
な
も
の
を
、

次
の
①
S
④
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
解
答
記
入
欄
^
に
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

見
と
れ
る
ほ
ど
の
美
し
さ
の
金
魚
た
ち
も
い
ず
れ
は
死
ん
で
し
ま
う
こ
と
に
対
す
る
絶
望
感
。

金
魚
の
死
を
ね
が
う
気
持
ち
が
だ
ん
だ
ん
と
強
く
な
っ
て
い
る
自
分
に
対
す
る
絶
望
感
。

金
魚
が
死
ぬ
の
を
引
き
続
き
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
自
分
の
状
況
に
対
す
る
絶
望
感
。

こ
の
ま
ま
で
は
金
魚
た
ち
を
自
ら
殺
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
こ
と
に
対
す
る
絶
望
感
。

W

問
七
傍
線
部
E
 
「
作
家
で
あ
る
あ
な
た
の
指
揮
さ
れ
た
言
葉
」
と
あ
る
が
、
こ
の
「
言
葉
」
に
つ
い
て
折
見
と
ち

子
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
か
。
も
っ
と
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
S
④
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
解
答
記

①
そ
の
言
葉
を
あ
た
え
ら
れ
た
人
が
、
作
家
の
意
図
を
的
確
に
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
言
葉
で
あ
る
。

②
そ
の
言
葉
通
り
に
魚
拓
を
と
る
こ
と
が
、
魚
を
ナ
イ
フ
で
切
る
よ
う
な
感
慨
を
も
た
ら
す
言
葉
で
あ

る
。

③
普
通
の
魚
拓
で
は
な
く
、
魚
の
悲
し
み
や
怒
り
を
訴
え
る
た
め
の
魚
拓
を
生
み
出
す
言
葉
で
あ
る
。

④
自
分
が
想
像
し
た
も
の
と
全
く
同
じ
イ
メ
ー
ジ
を
、
別
の
人
に
も
抱
か
せ
る
こ
と
の
で
き
る
一
言
葉
で
あ

る
。

@
ー
ー
ゞ

@
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⑲

④③②①

@

入
欄
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に
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ク
し
な
さ
し、



問
八
傍
線
部
F
 
「
こ
ん
な
に
美
事
な
飛
躍
し
た
急
所
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
か
。
も
っ
と

も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
S
④
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
解
答
記
入
欄
^
に
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

現
代
の
国
語
,
一
磊
文
化

①
単
に
普
通
の
魚
拓
を
と
つ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
ナ
イ
フ
か
何
か
で
魚
の
す
が
た
を
い
ま
刻
み
こ
ん
で

い
る
の
だ
と
感
じ
ら
れ
た
こ
と
。

②
火
花
を
散
ら
し
て
躍
動
し
な
が
ら
、
ま
っ
す
ぐ
と
何
か
に
突
入
し
て
い
っ
て
い
る
瞬
間
を
捉
え
た
か
の

よ
、
つ
な
金
魚
の
魚
拓
の
こ
と
。

③
作
家
の
指
揮
ど
お
り
に
行
っ
た
こ
と
で
、
自
分
が
は
じ
め
に
予
想
し
て
い
た
も
の
と
は
、
大
き
く
異
な

る
出
来
に
な
っ
た
魚
拓
の
こ
と
。

④
美
し
く
、
迫
力
が
あ
っ
て
生
き
生
き
と
し
た
魚
拓
に
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
、
作
家
に
ょ
る
言
葉
で

の
指
揮
の
こ
と
。

問
九
問
題
文
の
表
現
の
特
徴
に
つ
い
て
の
説
明
と
し
て
も
つ
と
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
S
④
の
中
か
ら
一
つ

選
び
、
解
答
記
入
欄
^
に
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

①
折
見
と
ち
子
か
ら
の
手
紙
を
引
用
し
、
そ
の
文
を
読
点
で
つ
な
い
で
一
文
を
長
く
す
る
こ
と
で
、
折
見

じ
ょ
、
つ
ぜ
つ

と
ち
子
が
饒
舌
で
せ
わ
し
な
い
女
性
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

②
一
つ
の
段
落
を
長
く
と
り
、
ゆ
れ
動
く
折
見
と
ち
子
の
心
情
の
描
写
を
区
切
ら
ず
に
積
み
重
ね
て
い
く

こ
と
で
、
金
魚
の
死
が
徐
々
に
迫
っ
て
い
る
と
い
う
感
覚
を
読
者
に
与
え
て
い
る
。

③
平
板
な
文
章
に
す
る
こ
と
で
、
金
魚
の
死
に
関
す
る
描
写
か
ら
、
読
者
が
心
理
的
な
距
離
を
と
り
な
が

ら
読
め
る
よ
う
に
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
。

④
折
見
と
ち
子
の
手
紙
文
を
そ
の
ま
ま
記
載
す
る
と
い
う
体
裁
を
と
る
こ
と
に
ょ
っ
て
、
読
者
に
語
り
か

け
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
与
え
て
い
る
。
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問
十
問
題
文
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
を
、
次
の
①
S
⑥
の
中
か
ら
二
っ
選
び
、
解
答
記
入
欄
^

叫
に
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

①
作
家
で
あ
る
「
私
」
は
最
初
、
折
見
と
ち
子
が
金
魚
を
殺
さ
ず
生
き
た
ま
ま
魚
拓
に
と
っ
て
く
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
た
。

②
折
見
と
ち
子
は
金
魚
屋
に
死
魚
の
代
金
を
払
う
と
申
し
出
て
い
た
が
、
金
魚
屋
は
死
魚
で
お
金
を
受
け

と
る
気
は
な
い
よ
、
つ
だ
っ
た
。

③
折
見
と
ち
子
は
金
魚
の
死
を
待
っ
あ
い
だ
に
、
作
家
で
あ
る
「
私
」
だ
け
で
な
く
作
家
そ
の
も
の
を
に

く
む
気
に
ま
で
な
っ
て
い
た
。

④
折
見
と
ち
子
は
、
買
っ
た
金
魚
た
ち
に
生
き
て
い
て
ほ
し
い
気
持
ち
と
死
ん
で
ほ
し
い
気
持
ち
と
を

ち
ょ
、
つ
ど
同
じ
^
^
に
^
い
て
い
た
。

⑤
金
魚
が
死
ん
だ
と
き
、
折
見
と
ち
子
は
そ
れ
を
か
わ
い
そ
う
だ
と
思
う
こ
と
も
な
く
、
す
ぐ
に
負
拓
の

準
備
に
取
り
掛
か
る
こ
と
が
で
き
た
。

⑥
魚
拓
に
し
た
金
魚
に
は
、
頭
部
に
深
い
傷
あ
と
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
だ
い
ぶ
弱
っ
て
ぃ
た
の
だ
と
い

う
こ
と
が
読
み
取
れ
た
。
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